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五
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二
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十

五
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受
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（
質
問
の 

三
） 

答

弁

第

三

号 

   

衆
議
院
議
員
鈴
木
強
君
提
出
昇
仙
峡
バ
ス
転
落
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
二
第
三
号 

昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
保 

利 
 

茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
鈴
木
強
君
提
出
昇
仙
峡
バ
ス
転
落
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

一
の
前
段
に
つ
い
て
は
、
警
察
で
は
、
現
場
及
び
車
両
の
実
況
見
分
を
徹
底
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関

係
者
か
ら
の
事
情
聴
取
を
し
、
車
両
の
鑑
定
を
実
施
す
る
等
し
て
事
故
原
因
の
究
明
に
努
め
て
い
る
が
、
現 

在
、
ま
だ
、
そ
の
原
因
を
断
定
す
る
に
は
至
つ
て
い
な
い
。 

一
の
後
段
に
つ
い
て
は
、
事
故
発
生
後
、
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
、
救
急
車
五
台
、

救
助
工
作
車
一
台
、
ポ
ン
プ
自
動
車
四
台
、
そ
の
他
の
車
両
七
台
、
計
十
七
台
四
十
七
人
、
甲
府
地
区
消
防
団

八
十
三
人
を
出
場
さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
師
会
、
日
赤
に
対
し
て
現
地
派
遣
要
請
並
び
に
受
入
先
医
療
機
関
の

手
配
を
行
つ
た
。
ま
た
、
現
場
に
お
い
て
は
、
転
落
場
所
が
勾
配
四
十
度
、
垂
直
高
三
十
五
メ
ー
ト
ル
と
非
常

に
困
難
な
状
況
下
で
救
急
隊
は
応
急
手
当
を
、
救
助
隊
は
救
出
並
び
に
担
架
搬
送
を
分
担
し
、
二
次
災
害
の
発 



二
に
つ
い
て 

死
亡
者
十
一
名
中
運
転
手
を
除
く
十
名
の
遺
族
か
ら
損
害
賠
償
の
請
求
が
本
年
十
月
五
日
に
静
岡
鉄
道
株
式

会
社
に
対
し
て
な
さ
れ
、
現
在
賠
償
額
に
つ
い
て
協
議
中
で
あ
る
。
負
傷
者
三
十
四
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま

で
に
要
し
た
治
療
費
の
全
額
に
つ
い
て
同
社
が
負
担
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
か

ら
の
請
求
を
待
つ
て
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
集
団
的
に
発
生
す
る
傷
病
者
に
対
す
る
救
急
医
療
対
策
に
つ
い
て
は
、
消
防
庁
、
厚
生

省
、
警
察
庁
及
び
日
本
医
師
会
等
の
関
係
機
関
の
協
議
に
基
づ
い
て
消
防
、
警
察
、
公
、
私
立
各
医
療
施
設
等

に
よ
る
災
害
救
急
医
療
体
制
の
整
備
、
通
報
、
医
師
等
医
療
機
関
関
係
者
の
出
動
、
傷
病
者
の
搬
送
、
収
容
、

医
療
資
機
材
等
の
確
保
な
ど
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
き
、
か
ね
て
か
ら
指
導
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
と
も
な
お
一
層
の
指
導
を
強
化
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

生
も
な
く
全
員
を
救
出
し
、
円
滑
に
病
院
へ
の
搬
送
を
終
了
し
た
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

座
席
ベ
ル
ト
は
、
衝
突
時
等
に
お
け
る
乗
車
人
員
の
前
方
移
動
の
防
止
及
び
衝
撃
緩
和
の
た
め
に
着
用
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
車
体
の
構
造
、
重
量
、
強
度
、
使
用
の
態
様
等
に
か
ん
が
み
、
現

在
は
取
付
け
を
義
務
付
け
て
い
な
い
。 

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
は
立
席
を
有
す
る
バ
ス
、
旅
客
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
乗
降
す
る
よ
う
な
バ
ス
等
義
務
付
け

る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
を
除
き
、
転
落
時
の
衝
撃
に
よ
つ
て
も
有
効
に
作
用
す
る
よ
う
確
実
な

取
付
け
が
可
能
な
車
体
強
度
の
確
保
等
の
技
術
上
の
問
題
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
、
取
り
付
け
る
こ
と
が
可
能

と
認
め
ら
れ
る
も
の
か
ら
、
逐
次
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
い
。 

ま
た
、
見
舞
い
に
つ
い
て
は
、
同
社
か
ら
死
傷
者
に
対
し
て
見
舞
金
を
贈
る
等
の
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

山
梨
県
公
安
委
員
会
は
、
事
故
発
生
前
に
当
該
道
路
に
つ
い
て
、
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
の
最
高
速
度
の 

五 

 



 

六 

指
定
、
追
越
し
の
た
め
の
右
側
部
分
は
み
出
し
通
行
禁
止
及
び
駐
車
禁
止
の
交
通
規
制
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
の

規
制
標
識
標
示
を
設
置
し
て
い
た
。
事
故
発
生
後
は
、
九
月
八
日
か
ら
最
高
速
度
に
つ
い
て
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
毎
時
と
す
る
規
制
の
強
化
を
図
つ
た
。 

ま
た
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
山
梨
県
に
お
い
て
は
、
事
故
発
生
現
場
の
防
護
さ
く
の
補
修
を
行
う
と
と
も 

に
、
新
た
に
「
屈
曲
あ
り
」
の
警
戒
標
識
二
基
及
び
矢
印
板
三
基
を
事
故
発
生
現
場
付
近
に
設
置
し
た
。 

右
答
弁
す
る
。 




